
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特集＞ 

第４２回アイメイト・デー開催（開催報告） 
＜後援会員なら知っておきたい＞ 

駅での声掛け第３弾（うれしかった「声掛け」） 

協会だより 

◆アイメイト卒業生人数 

◆災害への備え ～協会事業を安全に進めるために ～ 

◆クレジットカード決済でのご寄付について 

◆塩屋隆男代表理事が 

「平成３０年度練馬区民表彰（社会福祉功労）」を受賞 

後援会活動の報告 

■池袋西口公園 

 豊島区明るい社会づくりの会 

 「第２７回としまふれあいバザール」（１１/３） 

アイメイト協会同窓会 

■同窓会レクリエーション「那須塩原へ一泊旅行」（１１/３～４） 

もっと知りたい！ 視覚障害者スポーツ 

■ボート、トライアスロン、自転車 

後援会からのお知らせ 

■これまでの行事・活動 

  これからの行事・活動 

■アイメイト募金芳名録 

■役員会議事抄録 

■会員のページ 

◆新しい啓発チラシのお知らせ 

◆新入会員の方々 

■アイメイトサポートグッズ 

 

 

 

 

連載記事 

■風を切って歩く幸せ  （今野浩美さん） 

（生田明美さん） 

■後援会メンバー紹介 （足立光英さん） 

（三村徳子さん） 

練馬区民表彰（社会福祉功労）受賞 

おめでとうございます！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特  集 

第４２回 

アイメイト・デー  
２０１８年１０月１４日（日）１３：００～１５：５０、ＴＫＰガーデンシティ竹橋（東京
都千代田区）にて、「第４２回アイメイト・デー」が開催されました。参加者は合
計約２００名。うち、アイメイト使用者は３６組。海外からの参加もありまし
た。アイメイト使用者や支援者たちによる「アイメイトを語る」など、アイメイ
トに関わる多くの方々の相互理解を深める楽しい会となりました。 

「かたりの世界」塩屋賢一物語を披露する山田雅人さん 

後援会員は、役割分担して開催をサポート。 後援会員が、駅から会場までの道案内をサポート。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご来賓の国会議員、東京都、練馬区

などよりご祝辞を賜りました。 来賓祝辞 

左から、東京都知事代理 東京都福祉保健局次長 松川桂子氏、練馬区長代理 練馬区福祉部長 中田
な か た

淳
あつし

氏、衆議院議員 菅原一秀氏、都議会議員 柴崎幹男氏、前都議会議員 立石晴康氏 

受付係も後援会員が分担 

会場後方でグッズ販売 

新しい啓発ポスターが登場 



 

 

 

 

 

 

 

 

来賓の皆さま、あたたかいご支援のご挨拶

をいただき誠にありがとうございます。ま 

た、ご来場いただいた皆様に心から御礼申し上げ 

ます。 

このアイメイト・ 

デーが始まったのは 

１９７１年１０月１０日で

した。その頃は、この

ような立派な会場で

はなく非常にささや

かなもので、当時の

協会の、犬を訓練し

たり排泄をさせたり

する場所に椅子を並

べて開かれました。 

その後、一般の方た

ちの目に触れること

によって理解が広ま 

るということで、デパートの屋上を借りてアイメイ

ト・デーを開催するようになりました。当時は、か

まやつひろしさん、落語家の三遊亭歌奴さん、ある

いは四角いペヤングの桂小益
こ ま す

さんなどにおいでいた

だきました。 

また、街を颯爽と歩いているところを目にしてい

ただきたいということで、アイメイト・デーとして

皇居を一周してみたり、銀座から浜離宮まで歩いて

浜離宮でみんなで昼食をとったり、横浜の山下公園

に行って、そこで街行くみなさんと触れあうといっ

たこともありました。 

その後、認知度が上がるにつれ、今度は発想の転

換があり、世の中に出ていくにあたってやはり、よ

り上手に、マナー良くアイメイトを使っていただく

ために、あるいは協会のことをもっと知っていただ

くためにと、使用者同士の情報交換の場にもなる現

在のような形になりました。 

今年は河相洌さんと最初のアイメイト・チャンピ 

 

 

 

 

 

 

 

 

イのペアが活躍をはじめてから６１年目となります。

塩屋賢一がこの事業を始めようと思ったのはさらに

その９年前の１９４８年のことでした。自分の犬を訓練

して、目隠しをして自ら歩いてみるという試行錯誤

を開始しました。当時、目隠しして犬と歩いている

と、「この馬鹿野郎！」と怒鳴られたりして、ずいぶ

ん変人扱いをされたといいます。 

そして現在、卒業者数も１，３５８組となりました。た

だ、世の中を見てみると、いまだに主役である人に

視点がいかないということが続いています。アイメ

イトを目として使い、社会参加している皆さんに視

点がいかなければなりません。 

本当の啓発というのは、使用者の方たちが街の中

にどんどん出て行き、歩いていく。その姿を社会の

方たちが目の当たりにして、「目が見えなくてもあん

なに颯爽と歩いていくんだ」と認識を新たにしてい

ただくことだと思います。 

本日もこの後、多くの皆様のスピーチがあります

が、それをまた今後の皆様の活躍に生かしていただ

きたいと思います。また、協会に関わってくださっ

ている皆様には、協会の様子、それから、最近の仕

事ぶりなどもお感じいただければと思います。 

人間に主体を置いた真の理解が深まることを祈り

まして、本日のお礼とご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

代表理事挨拶 
公益財団法人アイメイト協会 

代表理事 塩屋隆男 
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アイメイトとともに充実した人生を 

アイメイト使用者 久我裕介さん 

 

葉県から参りました。アイメイト使用歴は、

現在２頭目で、通算で９年目になります。 

今、足下にいるアイメイトは、この６月に一緒に歩

行指導を卒業しました。 

これまでの２頭の

アイメイトについて

少しお話しさせて頂

きます。まず、１頭目

のアイメイトについ

て。毛色はブラック

でした。 

私にとっては何も

かもが初めての歩行

指導、担当指導員か

らの、「とにかく、愚

直なまでに指導に従

っていれば大丈夫。

アイメイトは磨けば 

磨くほど光っていくんだよ」という言葉を固く信じ

て、無我夢中で訓練に臨みました。そして、無事に

歩行指導を卒業することが出来ました。 

しかし、訓練を卒業してからが大変でした。歩行

指導中は常に後ろに指導員がいて安心感があったの

ですが、いざ一人でアイメイトと歩き始めると、急

に不安に感じている自分がいました。その不安がア

イメイトに伝わったのか、アイメイトとの歩行がだ

んだん不安定になっていきました。 

また、１頭目のアイメイトは、とにかく元気いっ

ぱい、人間大好きな明るい性格の子で、当時の私に

は、コントロールが難しく悩む日々でもありました。 

フォローアップを繰り返し受けながら、指導員か

ら、「この元気な性格をアイメイトとしての仕事に向

けてあげられたら、本当にいい仕事をするようにな

るんだよ」とか、また、別の指導員からは、「この子

を使いこなせれば、この後どんな子が来ても大丈夫」

という励ましの言葉をいただき、そうした言葉を胸 

 

 

 

 

 

 

 

 

に刻みながら、アイメイトと向き合い、また楽しみ

ながら生活していくように心がけていきました。 

そうしていくうちに、最初の数年は軽やかすぎる

上り階段のスピードについていくのが大変でしたが、

徐々に落ち着いてきて、「ドアを探して」という指示

や「座席を探して」という指示に、尻尾をブンブン

振って得意げに教えてくれる、頼もしいアイメイト

になりました。 

そうやって、あっという間に８年が過ぎました。 

２頭目の歩行指導に入るためにアイメイト協会に

行き、事務室の前の廊下で、いよいよ感動の最後の

お別れという場面になり、リードを指導員に手渡す

と、これもまた分かりやすく尻尾をブンブン振って

楽しそうに私の足元からアイメイトが離れて行きま

した。 

予想外のその動きに思わず笑ってしまい、これま

で本当にありがとう、という気持ちを込めて「バイ

バイ！」と彼の後ろ姿に声を掛けたのがとても印象

に残っています。 

さて、続いて２頭目のアイメイトについて。今、私

の足下にいるアイメイトは、イエローです。１頭目の

アイメイトとは真逆と言っていいほど、穏やかでの

んびり屋さんの性格です。アイメイトとしての仕事

も丁寧にしてくれて安心して歩いています。 

ちょうど１カ月くらい前のことです。仕事で、徒歩

とバスで一人で出張に行く機会がありました。普段

あまり使っていない路線のバスに乗り込み、座席に

座って、アイメイトを足下に伏せさせてほっと一息

ついたところで、車内放送を聞いて行先を間違えて

いることに気が付きました。 

慌てて、次のバス停で降りて、歩いたことのない

道を前のバス停まで１区間歩くことになりました。

一応、降りる前にバスの運転手さんに大体の道順は

聞いたのですが、覚悟を決めて歩き出しました。 

歩き始めてすぐに、これは歩行指導最終テスト、

練習無しの一発勝負、幻のコースと同じ状況だな、 

  

「アイメイトを語る」のスピーチを 

一部を抜粋して紹介します。 アイメイトを語る 
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ということに気が付きました。その訓練の時のこと

を思い出し、自分を落ち着かせて、周りの音をよく

聞いて情報を収集し、アイメイトが立ち止まる度に、

右足を一歩前に出して足の裏で地面の様子をしっか

り確認するということを繰り返し、途中、通りがか

りの人に道を尋ねながら、何とか元のバス停までた

どり着くことが出来ました。 

この経験でまたひとつアイメイトとの信頼関係が 

 

 

出産と育児を見守る、貴重で素晴らしい体験 

繁殖奉仕者 吉田太郎さん 

 

は立教女学院小学校で教頭をしております。

アイメイトの繁殖奉仕のためにお母さん犬 

をお預かりして、２０１６年１０月、ちょうど２年になり

ます。これまで２０１７年７月に初産で９頭、２０１８年３月

に５頭と２回のお産を経験しました。 

立教女学院小学校

では２００３年から学校

に犬を介在させる取

り組み、動物介在教

育を行っています。

「学校に犬を」とい

う初めての試みでし

たが、前例がなく、試

行錯誤の連続でした。

学校犬にはエアデー

ルテリアを選んだの

ですが、これがテリ

ア種で難しく、悪戦

苦闘しました。 

そんな中で、本や新聞などで知ったアイメイト発

祥の地、塩屋賢一さんのご自宅が私の家の近く（自

転車で１分！）だったこともあり、思い切って、先

代の塩屋賢一さんにお手紙を書いて、学校犬の適性

や訓練について、ご相談させていただいたことがあ

りました。１６年前のことです。お忙しい中、全く見

ず知らずの者に対して、丁寧なアドバイスと、訓練

の本を送ってくださり、励ましのお言葉をいただい

たことを今でも感謝しております。 

 

 

 

深まったように感じています。 

風を切って歩く心地良さと、いつでもどこでも自

由に出掛けられる気軽さを私達視覚障害者に与えて

くれる、アイメイトは本当に素晴らしいと思います。

このアイメイト事業に関わる全ての皆様に心から感

謝申し上げます。本当にありがとうございます。 

これからもアイメイトと共に充実した人生を歩ん

で行きたいと思っています。 

 

 

 

 

 

その後、２００３年から今日まで立教女学院小学校で、

エアデールテリアや原発事故後の福島のシェルター

から引き取ったセッターやポインターも学校犬とし

て動物介在教育というプログラムを続けてきました。 

２０１６年、相模原のやまゆり園での事件以降、自分

自身も含め、私たちの学校の児童も「障害」といっ

たことに対して、あまりにも無関心であったことに

反省と事件直後のリオ五輪での盛り上がりに違和感

を覚え、授業で教えるだけでなく、子供たちが気づ

き、自ら考えるきっかけの一つになってほしいと、

アイメイトの繁殖奉仕をさせていただくよう、塩屋

理事長に直接、ご相談、お願いをさせていただき、

実現しました。 

私自身、子供の頃から犬とともに暮らしてきて、

通算で１０頭ほど飼育経験がありますが、お預かりし

ている母犬の頭の良さには本当に驚かされています。

中に人が入っているんじゃないか？ そろそろおし

ゃべりできるんじゃないか？ くらいに思うことが

しばしばあります。 

学校にも毎日、一緒に出勤していますが、学校中

のアイドルです。 

出産と育児を見守るという体験はとても貴重で素

晴らしいお仕事をさせていただいています。小学校

にもなるだけ早い時期から連れて行き、子犬が日々

成長する様子を子どもたちにも見せています。「将来、

この子犬たちはアイメイトとして、使用者さんの命

を守る働きをするんだ。そういう想いを持って、お

世話を手伝ってね」と話しますと、子供たちの意識 

  

私 



 

 

は変わりますし、保護者も含めて子犬への愛情は大

きく、それぞれのご家庭でもアイメイトのこと、視

覚障害のある方のことなど関心を持つことに繋がっ

ています。 

アイメイト協会の規定では生後６３日までは母犬の

元に。ということでお願いされておりますが、この

ラスト２週間が、本当の意味でキツイ。こんなにお利

口なアイメイトでも、子犬の時はどの子もやんちゃ 

 

 

 

銀座の歩行テストでは、涙が出るほど感激 

飼育奉仕者 伊藤恵郎
よしろう

さん 

 

が家でアイメイト協会の飼育奉仕に参加さ

せてもらったのは、以前にいた愛犬が突然 

亡くなり寂しい思いをしていた時に、妻が「アイメ

イト協会の子犬を育てると不合格になった子犬を引 

き取らせてもらえる

かも？」と聞いてき

たのがきっかけでし

た。早速、近所で飼育

奉仕をやっている人

に紹介していただき

子犬を預かることに

なりました。以降、結

果として１０年間ほど

飼育奉仕を続けるこ

とになりました。 

生後２カ月ほどで

我が家にやって来る

子犬は、当初は部屋

の中でおしっこ・ウ 

ンチの粗相はしますし、寂しくて夜泣きをする子も

おります。でも、私が戌年生まれのせいでしょうか、

その世話をすることをあまり苦労と感じたことはあ

りませんでした。妻も同様でした。毎週体重計に一

緒に乗り、今週は何百グラム増えた、今日はシット

ができた、ウエイトも覚えたと日々成長していく様

子を見ているのは本当にうれしいものです。 

少し大きくなるとお散歩デビューです。朝夕の子 

 

 

 

な暴れん坊です。 

今後は、ぜひアイメイトを使用している方にも、

子供たちへお話をしていただくなど、ご協力いただ

きたいです。私は、良い社会をつくれる人材の育成

ということも目指して活動に協力させていただけれ

ばと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犬を連れての散歩は私の生活のリズムの一部とな

り、私の健康管理にも大いに役立ちました。また、

どちらかと言うと会社人間であった私にとって、散

歩の際に犬を通じて知り合いになるご近所の人たち

との新しい繋がりはありがたくもありました。 

一緒にドライブや旅行にも出かけました。福島県

の裏磐梯に出かけたときに泊まった民宿では、犬が

一緒に来ていることを話すと「お部屋で一緒にどう

ぞ」と言ってくれて一緒に部屋で寝たことも思い出

に残っています。 

約１年程で協会で訓練に入る日を迎えますが、その

際には、寂しくもありますが、「我が家に来てくれて

ありがとう」と言って送り出しました。送り出した

後は、「新しい生活に慣れたかな」「訓練は順調に進

んでいるかな」と気になります。 

訓練が進み、歩行指導の最終盤には銀座で歩行テ

ストが行われるわけですが、その際には必ず様子を

見に行きます。お転婆であったあの子犬がパートナ

ーの方に寄り添い、健気に役目を果たしている姿を

見ると毎度のことですが涙が出るほど感激します。 

事情が許すことなら出来るだけ多くの人に飼育奉

仕を経験してもらいたいと思います。子犬とそして

ご家族の皆さんとで、きっと楽しい時間を共有でき

ると思います。 

  

我 



 

 

楽しいばかりのボランティア 

リタイア犬飼育者 小島 豊さん 

 

玉県和光市から参りました。私がアイメイ

ト後援会に入会したのは、鈴木薫後援会長 

と商売が同業で、組合行事やチャリティーの際には、

必ず奥様と御一緒にリタイア犬や飼育犬を連れて大 

変熱心にアイメイト

協会の宣伝や募金活

動を行っていたお姿

に感銘を受けたのが

きっかけです。 

我が家は、２９歳の長

男を筆頭に長女次女

の３人の子供、家内、

母の６人家族です。そ

れに加え、１２年前に

不適格犬としてお預

かりしたメスのアイ

メイト、次女が４年前

に友人から強引に譲

受けたオスのトイプ 

ードルという２頭の同居犬がおります。 

子供達全員がまだ独身で人手に余裕が有るところ

から、更にアイメイト協会にお願いしていたところ、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年７月にリタイア犬を新しく家族として迎える

ことができました。盲導犬として長くお仕事をして

いたので、相当老け込んでいるワンちゃんかと想像

していましたが、毛並みもツヤツヤして元気でまだ

まだ現役でいけそうなワンちゃんで毎日楽しく生活

をしています。特に忠実さはピカ一で、玄関の送り

迎えに、家の者は誰一人として出てきませんが、唯

一この子だけは朝は寂しそうに、夕方は嬉しそうに

尻尾をブルンブルン振って必ずお出迎えをしてくれ

ます。家族には、少しはこの子を見習うように常々

言うのですが誰も聞いてくれませんね。 

そんなわけで３頭の同居生活は、早朝の散歩をはじ

め大変賑やかな毎日ではあります。が、繁殖奉仕に

始まり、飼育奉仕や不適格犬そしてリタイア犬の引取

りというサイクルがしっかりとしているからこそ、視

覚障害者の方に常に安全で健康なアイメイトを送り出

せるのだと近頃になって実感しております。私の方

は、楽しいばかりのご奉仕なので、これをボランティ

アと言うのは気が引けますが、これからも微力なが

ら少しでも多くの方に協力の輪を拡げることで、ア

イメイトの育成に繋がり視覚障害の方の社会参加を

促進するお手伝いができればと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アイメイト・デーにスタッフとして参加するのは２度目になります。今回は初の誘導係で、竹橋駅から

地上への出口の途中にある、雨水止めの段差付近でした。踊り場を受け持つ糸賀さんと連携しなが

ら、大きな声ではっきりとお伝えして、地上へ誘導しました。 

アイメイト・デーは、たくさんの感動とともに閉会となりましたが、お見送りもほどなく終了する頃、東西

線が不通（人身事故）との情報が入りました。急きょ迂回するため、私も使用者の方２名を含む数名

で、神保町駅まで歩くことになりました。 

現役アイメイトの後ろを歩くのは人生初！ 歩道上の段差をピタっと止まるアイメイトを初めて肉眼で拝見しました。

そして、地下鉄の入り口に到着。深い深い奈落へ続くような階段を前に、一時停止し、その後、「Ｇｏ（ゴー）」の指示で、

迷わず、ぶれずに一途に階段を下りて行きました。その姿を見て、感動で涙が止まりませんでした。 

使用者の方と私は別の路線のため駅でお別れとなりましたが、その後、東京駅くらいまで記憶

がありません。現在、友人が飼育奉仕をしており（私の紹介で）、主人と２人でサポートしておりま

す。やがてアイメイトとなるこの候補犬と重なってしまったのかもしれません。 

女性第１号使用者の戸井美智子さんが「息のあった主人と犬は、最後に人間の家族以上に素

晴らしい協力関係に到達する」と書いていました。まさに、この言葉通りを見せていただきました。

感動とともに、後援会員としてこれからも、活動に参加させていただきます。 

埼 

【参加した後援会員の声】        使用者さんとアイメイトの「愛の絆」に感動       山崎光代さん 

 



 

 

縁の下として、できることを精一杯に 

アイメイト協会職員 市川光咲さん 

 

日は、あまり知られていない協会の事務職

の仕事について入社３年目の視点でお話し 

しようと思います。 

アイメイト協会との出会いは、偶然でした。社会 

福祉を大学で学びま

したが、「絶対にやり

たい」と思えるもの

が無く、進路に迷っ

ていた時に偶然協会

のことを知りました。

「福祉にも関われる

し、大好きな犬もい

る！」という思いで、

飛び込みました。 

入社して最初は、歩

行指導員の研修生と

一緒に、「掃除」から

のスタートでした。

寒い時期の拭き掃除

は本当に大変で、「事

務職なのになんで掃 

除なんだろう」と思ったこともありました。 

「見て、触って」を繰り返す掃除方法には、視覚障

害者の視点に立った考え方があるという理由を先輩

から聞き、協会内がいつも綺麗な理由を知ると同時

に、より一生懸命掃除に取り組むようになりました。 

研修期間を終え、自分の机やパソコンがある環境

にドキドキしながら事務所に入りました。事務所で

は、１日の大半を電話対応に追われます。先輩の対応

に耳を澄ませ、なにをどう伝えているのか、毎日が

勉強です。アイメイト使用者をはじめ、色々な方 

から電話がかかってきます。

その内容もアイメイトの相

談だったり、啓発活動の依頼

だったり様々です。 

また、そうした電話の中に

は「犬がかわいそう」という

内容の電話が掛かってくる

こともあります。最初の頃は、 

 

 

 

 

 

自分が怒られているような気持ちになり、手の震え

が止まらなかったことを覚えています。 

もちろん失敗もしました。違う人に電話をかけて

しまったり、相手の言いたいことが理解できず「あ

たなでは話にならない」と言われたこともあります。 

経験を重ねることで、色々な方と話をするように

なり、たくさんの方に支えられて協会が成り立って

いること、必要とされていることを知りました。 

そして現在は、協会をより知っていただくための広

報活動にも携わっています。例えば、Ｆａｃｅｂｏｏｋであ

れば、原稿内容の確認や投稿する話題の相談などを

しています。Ｆａｃｅｂｏｏｋ用の写真も撮り始め、写真を

撮るのが少しずつ楽しくなってきました。今後もふ

とした瞬間の職員や候補犬の様子を撮影し、紹介し

ていきたいと思います。 

また機関誌の制作についても様々な方に連絡を取

り、内容を固め、冊子にしていきます。原稿が実際

に冊子になった時の喜びはひとしおです。 

まだまだ知らないことも多く、一人で完璧にでき

ず、壁にぶつかることもあります。事務職は、歩行

指導員のように実際に候補犬の訓練や視覚障害者の

方への指導はできませんが、「事務職」という立場で、

電話や広報の活動を通して、「視覚障害者の歩行問題

の解決」という協会の目的に陰ながら携われている

のではないかと感じています。 

私が入社前に想像していた何かを与え、手助けを

する「福祉」とはまた、何倍も違うカタチの「福祉」

というものにアイメイト協会で出会うことができま

した。これからも皆様のお力添えを頂きながら、協

会の事業がより円滑に進むよう、縁の下の力持ちと

して精一杯取り組んでいきたいと思います。 
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さて、前回同様、ここは都内某所の空想会議室。６名

のアイメイト使用者にお集まりいただき、うれしかっ

た「声掛け」について語っていただきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

編集部（以下編）：駅での「声掛け」で、これは良かっ

たという経験を教えてください。 

アイさん：先日、電車からホームに降りた時に、「改札

までご一緒しましょうか」と声をかけていただきました。

慣れている駅でしたがありがたいことですし、とてもス

マートに声を掛けていただいたので、自然と「お願いし

ます」と言いました。 

メイさん：やっぱり、行き先が違うのにわざわざお願

いしようとは思わないですよね。そこまで頼るわけには

いかないかなと思います。 

アイさん：その方も、「同じ改札に行くのだから」「つ

いでだから」と言ってくれたので頼りやすかったです。 

メイさん：こちらとしても、基本的には自分でなんと

かしよう、自分たちでなんとかしたいという意識はあり

ますからね。 

アイさん：そのためにアイメイト使用者になったわけ

ですしね。ただ、道順を覚えてても勘違いすることもあ

るし、一言教えてもらえるだけで、それが手掛かりにな

って助かったこともあります。情報は少しでも多い方が、

判断しやすいですから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編：駅での「声掛け」が、増えている印象はあります

か？ 

アイさん：はい。普段使っている駅でも、構内を歩い

ていて「お手伝いしましょうか」と声を掛けていただく

ことが増えました。 

メイさん：気にかけてくださるのは、ありがたいこと

ですよね。 

アイさん：でも、いつも使っていてわかっているとこ

ろでなので、たいていは「大丈夫なので結構です」と答

えるんですよ。 

イトさん：そういう時、「それでは、お気をつけて」と

スッと離れてくれると、スマートだなあと思いますね。 

メイさん：あと最近、駅員さんで、「じゃあ、見守りだ

けさせてください」と言って、後ろからついてきたって

いうのがありました。黙って後ろをついてこられるのは

困るけど、向こうも仕事だし断ることもないかなと思っ

て「じゃあ、お願いします」と言いました。 

イトさん：基本的には大丈夫なんですけど、万一を考え

ればありがたいことですよね。 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会啓発が少しずつ広まり、駅での「声掛け」が増えてきているようです。アイメイト使用者

の方たちがもっと安心して歩けるようになるためには、どんな「声掛け」が喜んでいただける

のでしょうか。今回は、アイメイト使用者がうれしいと感じた「声掛け」体験を伺いましたの

で、前号、前々号に続いて架空の座談会形式でお届けします。 

お互いがハッピーになるために 
 

 

 



 

 

 

編：他に、どんな「声掛け」がありがたいですか？ 

カイさん：エスカレーターの方

向を声で教えてくれるのが、本

当に助かります。この前も、逆

方向に進入しそうになった時、

「逆だよ、逆逆！」って教えて

もらいました。 

上りか下りか、視覚障害者は触るまで分か

らないですからね。もちろん、声掛けをしてもらわなく

ても一人で安全に利用出来るよう協会で教わっていま

すけど、事前に情報として分かっていると気持ちの面で

とても楽になります。 

カイさん：あと、「上り（下り）は右（左）ですよ」と

か、どちらに行けば正しい進入か教えてくれるのも助か

りますよね。 

自動改札にも、入口専用だったり、出口専

用となっているところがあるので、それも、教えてもら

って助かっています。逆方向に入ろうとしている時、「ひ

とつ右ですよ」「2 つ右ですよ」といった声が聞こえる

と、すぐに正しい位置関係がわかるのでありがたいです。 

コウさん：やっぱり、触るまでわからないものってい

うのはあるので、声で教えてもらえるのはありがたいで

すね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編：他には、どんな「声掛け」がよかったですか？ 

メイさん：ちょっと具体的には言いづらいんですけど、

こちらの意見を聞いてくれる人がありがたいですね。 

編：どういうことですか？ 

メイさん：こちらがどうして困っているか、何をしよ 

 

うとしているかを聞いてくれて、そこに対してサポート

してくれるっていうことなんですけど…。例えば、方向

を見失ったり、困っている時はこちらもちょっとテンパ

っているので、「なにかお手伝いしましょうか？」と聞

いてくれると、少し気持ちも落ち着いて、相談しようか

なという気持ちになります。 

編：なるほど、だから声掛けの第一声は、「なにかお手

伝いしましょうか？」ということになるのですね。 

メイさん：はい。困ってそうな場面で声掛けをしても

らえると助かります。 

 

 

 

 

 

編：困ってそうな場面というのは、例えばどんな時で

しょうか？ 

コウさん：慣れている道でも、たくさんの人波に巻き 

こまれて方向がわからなくなる時があるんですよね。そ

ういう時はとりあえず立ち止まって、人の流れなどで方

向を確認するんですけど、おそらく、通路の真ん中で立

ち止まっちゃっていると思んです。 

あるある。周りがわかってないから、実際

どこにいるかも自分ではわからないんだけどね。 

カイさん：スタスタ歩いている時だったり、柱や壁の 

ところで待ち合わせをしている時は、

逆に大丈夫な時ですよね。 

コウさん：だから、通路の真ん中で

急に立ち止まった時などは、困って

いる時ですね。そういう時に声を掛

けてもらえるとありがたいです。 

編：でも、実際どう声を掛けていい

か、難しい気がしますが…。 

コウさん：例えば、「どうかしましたか？」「お手伝い

しましょうか？」 

って聞いてもらえれば、「方角がわからなくなってしま

って…」「〇〇線の改札に行きたいんですけど」って話

せると思うんです。 

編：なるほど。そういう時こそ、基本の声掛けなんで

すね。ありがとうございました。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイメイトブースの

前で、参加者みん

なで記念撮影。 

豊島区明るい社会づくりの会 
「第２７回 

としまふれあいバザール」 
１１月３日（土）池袋西口公園 

１１月３日（土）、お天気に恵まれた文化

の日に、池袋西口公園において豊島区

明るい社会づくりの会により「第２７回とし

まふれあいバザール」が開催されまし

た。たくさんの人がバザーや屋台、そし

て楽器演奏などを楽しんでいました。 

後援会もグッズ販売を行いましたが、

大人気で午前中にはすべて売り切れて

しまったほどでした。 

応援に駆けつけてくれた使用者さんの

アイメイトがもうすぐ引退するとのことで、

たくさんの写真を撮影しました。 

ふれあい犬もいつものようにたくさん

の方々に撫でてもらい、その可愛さや性

格の良さを大いにアピールしてくれまし

た。皆さん来年のこのバザーにはぜひお

いでください。 
会場には屋台などの出店もあり、多くの来場

者でにぎわいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年１１月３日（土）～４日（日）、アイメ

イト同窓会レクリエーションが行われまし 

た。参加者は、アイメイト使用者１４名、家族１名、ヘ

ルパーさん１名、協会職員３名、後援会６名でした。

ＪＴＢの添乗員さん２名とともに全員が１台のバスに

乗り、那須塩原に一泊旅行に行ってきました。 

１日目は、渋滞にはまり予定の時間がずれました

が、千本松牧場でＢＢＱ（ジンギスカン）の昼食をし

っかりいただき、ジェルキャンドル作りでは後援会員

も自分のキャンドルを作ることができお土産になりま 

した。また生クリームと牛乳を入れたビン

を４人で順に必死にシェイクしてバターを

作り、クラッカーにのせて試食しました。 

ホテルへの渋滞の車窓からは紅葉を楽しめまし

た。ホテルへの到着が遅れた分、お風呂の時間が

短くなりましたが、団体貸し切りの時間をいただき、

脱衣所横スペースでアイメイト達はまとまって、おり

こうさんに待っていました。 

本館１階ロビーから何度か曲がりながら、スロー

プ、階段、渡り廊下を経て別館に行くと、そこが７階！ 

エレベーターを使って部屋に降りるという、ちょっと

迷路のようなつくりに…（＊_＊；  私達後援会員より

も、何度か歩けばアイメイトの方が、しっかりと部屋

へ誘導してくれるという事（笑）も経験しました。 

アイメイト協会同窓会レクリエーション 

私は各部屋でハーネスをはずしたアイメイトと一

緒に過ごすのはどんな感じだろうか？ と期待してい

ました。ベッド脇に敷物を敷き「ハウス」と命じると、

そこでおとなしく寝ていたので、一緒の部屋に居る 

のを忘れてしまいそうでしたよ。あと、

ワンツー・ベルトを使うのを初めて見

て、感心してしまいました。 

２日目は、渋滞にもはまらず、スムーズな

移動。日光でのそば打ち体験は４人１チーム 

で行いました。そばの先生のお話がとても面白く、あ

る使用者さんがそば粉をこねるのがとても上手で、

ここで働けると褒められました。私のチームは、棒で

四角に伸ばすところで、ひし形になってしまって大笑

い。先生に平行四辺形くらいに直していただきまし

た。どのチームも細く均一なそばを目指して切った

ものの、太さがバラバラになり、それでも大満足で

おいしくいただきました。 

今回の同窓会レク参加は、使用者の方々をサポ

ートしつつも、私達自身も一緒に楽しむことができ、 

『体験型修学旅

行』のようなとって

も充実した旅とな

りました！！ 

那須塩原へ一泊旅行 



２年後に迫った東京２０２０オリンピック・パラリンピック。 

前号よりパラリンピックで視覚障害クラスのある競技を順番に紹介しています。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

PTWC（座位） 下肢障害（車いすを使用） ハンドサイクル（バイク)、競技用車いす（ラン) 

PTS2～5（立位） 上・下肢の切断、機能障害など 義足など補装具の使用（バイク・ランパート） 

PTVI（視覚障害） 視覚障害 同性のガイドと競技する。タンデム自転車（バイク） 

 

  競 技 名 ボート（rowing）              対象となる障害：肢体不自由、視覚障害 

  種  目 シングルスカル（1 人乗り）、ダブルスカル（2 人乗り）、舵手つきフォア（5人乗り 4 人漕ぎ） 

  競技会場 海の森水上競技場（東京都江東区） 

  関連団体 
特定非営利活動法人日本パラローイング協会（JPRA) 

 (http://jpra-net.org/index.html) 

  競 技 名 トライアスロン（triathlon） 対象となる障害：肢体不自由、視覚障害 

  種  目 スイム（水泳）0.75km、バイク（自転車）20km、ラン(陸上)5km ３種目を連続して行う 

  競技会場 スタート・フィニッシュ：お台場海浜公園 

  関連団体 公益社団法人日本トライアスロン連合（JTU)(http://www.jtu.or.jp/index.html) 

ボート 水 泳 柔 道 陸 上 馬 術 

５人制サッカー ゴールボール 

自転車 

トライアスロン 
パラリンピック 

■紹介した内容は調査時点のものであり、2020 東京大会開催までにルールやクラス分けなどの改正が行われることもありますのでご了承下さい。 

■ボートの種類別に、シングルスカル（1人乗り）、ダブルスカル（2人乗り）、 

舵手つきフォア（5人乗り 4人漕ぎ）の 3種目があり、それぞれ対象となる 

障害が規定されています（自身では種目を選べません＜右記参照＞）。 

■シングルスカルは男女別で行われ、ダブルスカルは男女のペア、舵手つき 

フォアは男女2名ずつの漕ぎ手＋舵手(男女、健常・障害の区別なし)の 

チームで編成されます。異なる障害の選手が同じチームを組んで戦うのも 

ボート競技の面白いところです。 

 

PR１ 男子１人乗り（下肢障害：車いす） 

PR１ 女子１人乗り（下肢障害：車いす） 

PR２ 混合２人乗り（下肢障害：足切断等） 

PR３ 混合舵手付きフォア 

（上下肢、視覚障害、脳性まひ等） 

図解引用：Web ページ 

「東京都オリンピック・パラリンピック準備局」より 

視覚障害選手が出場する舵手つきフォアとは？ 

■舵手つきフォアは 4選手の呼吸や漕ぐスピード、タイミングなどをそろえ 

ることが重要です。コックス（舵手）が多くの役割を担い、号令をかけて 

漕手の動きを合わせたり、ボートが波や風の影響でまっすぐ進まない場 

合に舵を切って進路をコントロールしたりします。 

■コックスは健常者が務めてもよく、漕手がボートで乗る位置などはチー 

ム戦略に合わせて自由に設定できます。 

障害の種類によって決まる種目とクラス分け 
 

競技用のボートに乗り、ブイで仕切られた 6 つの直線コースで競う。スタートの合図で同時

にボートを漕ぎ出し、ボートの先端がフィニッシュラインを通過した順に順位がつけられる。

レースの距離はリオデジャネイロ 2016 大会までは 1,000 メートルだったが、2017 年にオ

リンピックと同じ 2,000 メートルに変更された。 

Paralympic Games 

スイム（水泳）0.75km、バイク（自転車）20km、ラン(陸上)5km の３種目を連続して行

い、総距離 25.75km の合計タイムを競う。スイムからバイク、バイクからランに移り

変わる「トランジション」にかかった時間も合計タイムに含まれる。障害の種類と程

度でクラス分けがされ、そのクラスごとに競技を行い順位を競う。 

対象障害とクラス分け 

もっと知りたい！視覚障害者スポーツ！ 

 

 

…紹介済 

…今回分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  競 技 名 自転車（CYCLING） 対象となる障害：身体障害、視覚障害 

  種  目 「トラック」「ロード」 

  競技会場 
伊豆ベロドローム（トラック）※静岡県伊豆市にある屋内型自転車トラック競技施設 
富士スピードウェイ （ロード）スタート・ゴール 

  関連団体 一般社団法人日本パラサイクリング連盟（JPCF)（http://www.jpcfweb.com/） 

図解引用（上・下）：Web ページ「東京都オリンピック・パラリンピック準備局」より 

■視覚障害の選手は、レースの全てのパートを通して一人の視覚のあるガイド 

と一緒に競技を行います。 ガイドは“選手の目”となることで安全にコースを 

導きます。ガイドと選手は普段から一緒に練習をこなし、お互いを理解すること 

でコンビネーションを磨きます。 

■ガイドには状況を的確に判断して選手を導く高い競技力や判断力が必要で、 

オリンピックのメダリストがガイドを務めることがあるほどです。 

■更に、ガイドは決められていない区間で選手を先行してしまうと反則となって 

しまいます。スイムでは 1.5m以上、その他コース上では 0.5m以上先行して 

はいけません。 

自転車競技専用の走路で行われるトラック競技と、一般道を使うロード競技とがあり、 

それぞれ複数種目が行われる。オリンピックとほぼ同じルールで行われるが、より公平な

競技を行うため、障害に応じて四肢障害（C）、下半身不随(H)、脳性まひ(T)、視覚障害(B)の

4 つのクラスに分かれ、さらに障害の程度によって細分され、男女別に競う。 

■視覚障害者が出場するＢクラスは、見え方によるクラス分けはありません。 

■使用する自転車は２人乗りのタンデム自転車で、前の席にはパイロットと呼ばれる 

晴眼の選手が乗ってハンドル操作などを担い、後ろの席に視覚障害の選手が乗ります。 

■前後のペダルは連動しているので、スタートのタイミングやペースアップ、 

コーナー手前の減速など、お互いの呼吸をピッタリ合わせて漕がないと 

タイムロスにつながったり転倒、落車の危険も伴います。 

■また、ハンドルは前だけが動き、後ろは固定されているので、後ろの選手は 

ハンドル操作に合わせて前の選手とピッタリ同じ角度で体を左右に傾ける必要があります。 

■長時間の練習で培われた絆、以心伝心の一体感が速さに直結し、勝敗を大きく左右します。 

パラリンピックの自転車競技の大きな特徴は、障害クラスごとに使用する自転車が異なる点です。 

■C クラス 切断やまひなど四肢障害が対象。競技用２輪自転車を使用。 

 障害の程度の重いほうからC1～C5の 5 クラスに細分される。 

■H クラス 下肢に切断やまひ、運動機能障害などがある選手が対象。 

 ペダルを手で漕ぐ 3輪のハンドサイクルを使用。 

 程度の重いほうからH1～H5の 5 クラスに分かれる。 

■T クラス 脳性まひや重度の四肢障害がある選手が対象。3輪自転車を使用。 

 程度によって T1～T2の 2 クラスに分かれる。 

■B クラス 視覚障害がある選手が対象。 

多彩な自転車で競う、多彩な種目 

視覚障害者が参加するＢクラスとは？ 

仰向けで乗るタイプと 

膝をついて前屈みに乗り 

体重をかけて漕げるタイ 

プの 2 種類がある 

障害によって、ハンドルの形を変えたり、 

ペダルに義足を固定できるようにするなどの 

改造も認められている。 

必要があります。 

バランスが取りやすく 

安定感がある 

視覚障害クラスはここに注目！ 

バイクで使うタンデム自転車は、一般車より長い車体を二人で操り、カーブや 
コーナーを曲がる感覚をつかむために実走練習が欠かせないのですが、 
日本では公道での二人乗りが許可されている地域が多くありません。 
公園や河川敷などで練習する場合も、車体が大きいので移動が大変です。 
また、競技に参加するための遠征費もガイドと二人分なので負担も大きくなります。 

こんな苦労も・・・ 



全国の盲導犬 実働数 

942 組 

 

 

 
 
 
 
      
                      

期 卒業日 人数 

第４６０期生     １０月１３日 １名 

第４６１期生     １１月１７日 ２名 

【累計 １，３６０名】 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４６２期生      ２月 ９日     ２名 

第４６３期生      ３月１６日     ４名 

第４６４期生      ４月２７日     ２名 

第４６５期生      ６月 ８日     ４名                                                                                                                                                                 

2018 年も残すところわずかとなりました。今年も、後援会員の皆さまに多大なご支援をいただき

ましたこと、心より感謝申し上げます。本号の発行時はすでに年内の歩行指導は全て終了し、協会を

卒業したアイメイトペアはのべ 1360 組になっています。年末には犬舎を含む館内の大掃除を予定し

ています。大掃除中、犬たちは別の部屋に移動し、みんなで昼寝をします。 

 さて、今回は災害への備え、クレジットカード決済によるご寄付、弊会代表理事の受賞の3点について

お知らせいたします。 

アイメイト卒業生人数（２０１８年８月～１１月） 

日本盲人社会福祉施設協議会発表 
（2017 年 3 月 31 日現在） 

 

アイメイト実働数 

228 組 

（2018年 11月 17日現在） 

協会 
だより 

日本盲人社会福祉施設協議会発表 
（2018 年 3 月 31 日現在） 

《卒業予定》来年以降、下記のクラスが予定されています。 

 

 協会には、歩行指導時に生徒の方々が宿泊されます。

また、常時アイメイト候補犬が数十頭、そして日中だけで

なく夜間も必ず職員がいます。そのため、犬の訓練と視

覚障害者への歩行指導が安全に滞りなく進められるよ

う、防災の観点からも事前に備えを固め、対策を講じてい

ます。 

例えばスプリンクラーの設置や定期的な設備点検の実

施、水や食糧の備蓄をし、災害時用のトイレ、ヘルメット、手

巻き充電ができるラジオなども準備しています。 

災害が起きないに越したことはありませんが、1 年の終

わりだからこそ、仕事全体の振り返りと共に、災害時の応

急対策や復旧の流れ、設備・備品について、今一度点検・

強化してまいります。 

～協会事業を安全に進めるために～ 災害への備え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 アイメイト協会代表理事 塩屋隆男はこのほど、練馬区の生活や文化の向上

に功労があったとして「平成 30 年度練馬区民表彰（社会福祉功労）」を受賞し

ました。なお、表彰式は 11 月 7 日（水）、ホテルカデンツァ光が丘にて執り行わ

れ、表彰状と記念のピンブローチをいただきました。協会公式ブログでさらに

詳しくご覧いただけます。 

https://www.eyemate.org/blog/664/ 

 

協会事業は、多くの方々のご支援によって支えられています。従来の郵便局のお振替や銀行のお振込みによる

寄付に加え、クレジットカード決済でも寄付していただけるようになりました。 

協会ホームページ内の専用フォームに従って、お名前やご住所、カード情報などを入力していただきます。 

（お振替やお振込の際に必要となる口座情報も同じページに掲載しています） 

こちらです 

クレジットカード決済でのご寄付について 

 

協会ホームページ 

 

協会公式ホームページのトップページより 

「寄付・支援」をクリック 

 
 

「寄付・支援」のページが出たら、画面を

下にスクロールして、ページ中央にある 

 

 
 

をクリック！ 

◆クレジットカード決済による寄付の種別は 3 種類 

定期的に寄付…毎月または毎年一定額を寄付することで協会事業をご支援いただく または  

1 回のみ寄付… のご寄付 

◆クレジットカードによる寄付後の流れ 

寄付申込をした月に決済され、翌月の中旬頃に協会で入金の確認ができます。その後、希望されている方に

は、領収書に控除証明書と近況報告を添えてお送りしています。例えば 12 月にご寄付いただくと、1 月中旬

に協会にて入金確認、その後領収書などの送付となります。 

今後とも皆さまからのあたたかいご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

←協会で職員揃って記念撮影 

 

塩屋隆男 代表理事が 

「平成 30 年度練馬区民表彰(社会福祉功労）」
 

https://www.eyemate.org/blog/664/


↓これからの行事  2/9（土）13～16時 

アイメイト使用者の同窓会企画による研修会 
 

石神井消防署協力による救急救命の講習会 
AED（自動体外式除細動器）の使い方 

心肺蘇生法・人口呼吸法などの実技も！ 

「普通救命技能認定書」授与 

参加費：マウスピース 300 円 

     テキスト 1,100 円 

申し込み先：鈴木 薫（1/15 まで） 
TEL&FAX：03-6336-8870/mail:ks.suzuki55@gmail.com 

 

  

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

実施日 イベント名 場所 参加後援会員・アイメイト使用者（敬称略） 

9/8（土） 聖心宮代祭 聖心女子大学 大熊  
 

9/17（月・祝） 京橋 LC 合同募金活動      銀座数寄屋橋 小松 2・長谷川 2・水野（晴）・桑原 2・鈴木 2 
  

9/17（月・祝） 動物愛護フェア川崎    川崎市幸区役所   島田・小泉・水野（玲）・菅谷・風間・神代 
  

9/23（日・祝） 青山学院同窓祭 青山学院大学 飯島 2・篠崎・金澤 2・早川・水出・養田・森川 
 

10/7（日） 光が丘 LC 合同募金活動 光が丘公園 長谷川・鈴木 2・小松 2 
 

10/14（日） アイメイトデー TKP ガーデンシティ竹橋 ＊詳細別途 
 

10/20（土） 江東区民祭り       江東区木場公園   富澤 2・長谷川・藤井 2・溝井 2・石川・鈴木 2 
 

10/27（土） 川崎橘 LC 合同募金活動        川崎駅東口構内 小松 2・水野（玲）・菅谷・長谷川・鈴木 2 
  

11/3（土・祝） 明るい社会作りのバザー  池袋西口公園     飯島・金澤 2・小松 2・水野（玲）・三瓶・井上  
  

11/3~4（土～日） 同窓会レクリエーション  那須塩原温泉     井上・倉成・富沢・須網・武田・森田＊詳細別途  
 

11/4（日） 木のくに ときがわ祭り 埼玉県ときがわ町 篠崎・山田・養田・田中島 
 

11/17（土） 浅草 LC 合同募金活動 浅草観光センター前 小松 2・水野（晴）・長谷川 4・鈴木 2 
 

11/18（日） 日本視機能看護学会 六本木ヒルズ 井上 2 
 

11/18（日） 青葉台福祉祭り 横浜市青葉台地区 三村他 
 

11/24（土） 川崎中央 LC 合同募金活動  川崎駅改札付近        
水野（晴）・水野（玲）・菅谷・倉成・長谷川 

・鈴木 2・井上・若井・武富 
  

実施予定日 イベント名 場所 担当者 

2/9（土）13~16 時 同窓会研修会 救急救命講習会  アイメイト協会 鈴木 薫 

3/30（土） 川崎中央 LC 合同募金活動 川崎駅改札付近 鈴木 薫 

4/7（日） 成蹊桜まつり 成蹊大学キャンパス 井上 裕子 

4/14（日） オール学習院の集い 学習院大学キャンパス 鈴木 薫 

4/29（月・祝）   東京女子大園遊会 東京女子大キャンパス      三村 徳子 

5/16（木）～18（土） 盲導犬アイメイトって知ってる？  練馬区役所 鈴木 薫 

5/25（土）      東京パイロットクラブコンサート サントリーホール         井上 裕子 

6/8（土）      川崎中央 LC 合同募金活動 川崎駅改札付近 鈴木 薫 

浅草観光センター前 川崎 ハロウィンの日 








